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　 9)ヒ ト歯 肉線 維芽細胞 か らの 炎症性サ イ トカ
　 　　 イ ン産生 に対す るamphotericin　Bの修飾作
　 　　 用
　 　　 　　 ○小林 良誌1,玉井利代子12,清浦 有祐1,2
　 　　 　　　 　　　 　 (奥羽大 ・大学院 ・口腔感染症1
　 　　 　　　 　　　 奥羽大 ・歯 ・口腔病態解析制御2)
【目 　 的 】 抗 真 菌 薬 で あ るamphotericin
B(AmB)は真菌 に対 して直接 の殺菌 作用 を示 す だ
けでな く,宿 主 の免疫担 当細胞 の免疫 機能 を尤 進
させ る作用 を持 つ こ とが報告 され てい る。 免疫機
能 の元 進 は時には,宿 主 に傷 害作 用 をもた らす場
合 が あ る。 本 研 究 で は,口 腔 常 在 細 菌 で あ る
Fusobacterium　nucleatum(E.nucleatum)に対
す る ヒ ト歯 肉 線 維 芽 細 胞 の宿 主 応 答 に及 ぼ す
AmBの 影 響 を炎症性 サイ トカ イ ンの産生 を中心
に して明 らかにす るこ とを試み た。
【材料 と方 法 】 ヒ ト歯 肉 線維 芽細 胞 は,96welI
マイク ロプレー トを使用 して培養 した。任意 の濃
度 に調 整 したAmB溶 液 とF.nucleatum菌液 を
線 維芽 細 胞 に加 えて,37℃ 条 件 下 で24時間培 養
した。 培養終 了後 に培養上清 中のサ イ トカイ ン含
有量 を ヒ トELISAキッ トを使用 して測定 した。
【結 　果 】1.AmBお よびEnucleatumによ
るIL-6産生 誘導作 用
　 2.5μg/mlの濃 度 のAmBをF.nucleatumと
同 時 に加 えた場 合 は,Enucleatum単独 よ りも
IL-6の産生 が有 意 に増 強 した。
　 2.AmBお よびF.nucleatumによるIL-8産
生誘 導作用
　 IL-8もIL-6と同様 に2.5μg/mlの濃 度 のAmB
をEnucleatumと共 に加 えた場合 に,　IL-8の産
生 がEnucleatum単独 よ りも有意 に増 加 した。
　 3.Rnucleatumによ るMCP-1産生誘導 に対
す るAmBの 抑制作 用
　 2.5μg/ml濃度 のAmBをEnucleatumと同時
添 加 し た 場 合 は,Enucleatum単独 よ り も
MCP-1の産生 が有意 に抑制 された。
　 以上 の こ と か ら,AmBはIL-6やIL-8の場合
とは異 な り,歯 肉線 維芽細 胞 か らのMCP-1の産
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生 を抑制す ることが明 らかとなった。
【考 　察 】F.nucleatumの刺 激 に よって 歯 肉線
維芽細 胞 か らのIL-6,　IL-8,　MCP-1の産 生 が誘
導 され た。 その 中 でMCP-1の み がAmBに よっ
て産生 が抑 制 され,そ の他 のサ イ トカイ ンは産生
が増 加 した。 この結 果 は,AmBに よって歯 肉線
維芽 際細 胞 のSmad3が活性 化 され る可 能性 を示
唆 して い る。
